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七

家
屋
に
つ
い
て
行
う
給
水
管
、
排
水
管
又
は
雨
水
の
浸
入
を
防
止
す
る
部
分
（
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
雨
水
の
浸
入
を
防
止
す
る
部
分
を
い
う
。）に
係
る
修
繕
又

は
模
様
替
（
当
該
家
屋
の
瑕か

疵し

を
担
保
す
べ
き
責
任
の
履
行
に
関
し
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て

定
め
る
保
証
保
険
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
り
、
前
各
号
に
掲
げ
る
工
事
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。）

八

家
屋
に
つ
い
て
行
う
第
四
十
条
の
四
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
修
繕
又
は
模
様

替
（
前
各
号
に
掲
げ
る
工
事
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

第
四
十
条
の
五
第
十
五
項
中
「
又
は
」
を
削
り
、「
定
め
た
」
を
「
定
め
、
同
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
の
規
定

に
よ
り
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
を
定
め
、
又
は
同
項
第
七
号
の
規
定
に
よ
り
保
証
保
険
契
約
を
定
め
た
」に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
八
第
三
項
中
「
第
百
十
七
条
第
六
項
」
を
「
第
百
十
七
条
第
七
項
」
に
、「
第
三
十
一
項
第
三
号
」
を

「
第
三
十
二
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
中
「
の
同
項
」
を
「
を
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
経
営
承

継
受
贈
者
に
贈
与
（
贈
与
を
し
た
者
の
死
亡
に
よ
り
効
力
を
生
ず
る
贈
与
を
除
く
。
以
下
第
四
十
条
の
八
の
三
ま
で

に
お
い
て
同
じ
。）を
し
た
同
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
六
項
第
六
号
ロ
中
「
第
三
十
項
」
を
「
第
三
十
一
項
」
に
改

め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
イ
及
び
ロ
中
「
第
二
十
九
項
」
を
「
第
三
十
項
」
に
改
め
、
同
号
を

同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
イ
中
「
第
二
十
八
項
」
を
「
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、

同
項
第
三
号
イ
中
「
第
二
十
七
項
」
を
「
第
二
十
八
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
イ
中

「
同
条
第
五
項
」
の
下
に
「
の
表
の
第
二
号
の
上
欄
」
を
加
え
、「
第
二
十
六
項
」
を
「
第
二
十
七
項
」
に
改
め
、
同

号
ロ
中「（
贈
与
を
し
た
者
の
死
亡
に
よ
り
効
力
を
生
ず
る
贈
与
を
除
く
。
以
下
第
四
十
条
の
八
の
三
ま
で
に
お
い
て

同
じ
。）」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
中
「
あ
つ
た
場
合
」
の
下
に「（
同
項
の
表
の
第
二
号

の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
号
イ
中
「
の
適
格
合
併
」
を
「
の
表
の
第
二
号
の
上
欄
の
適
格
合

併
」
に
、「
第
二
十
五
項
」
を
「
第
二
十
六
項
」
に
、「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
欄
」
に
、「
際
し
て
、
法
第
七
十
条
の
七

第
五
項
」
を
「
際
し
て
、
同
欄
」
に
、「
同
項
」
を
「
同
欄
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
三
号
ロ
、
第
二
十
五
項
及
び

第
二
十
七
項
」
を
「
第
四
号
ロ
、
第
二
十
六
項
及
び
第
二
十
八
項
」
に
、「
第
四
号
ロ
、
第
二
十
五
項
及
び
第
二
十
八

項
」
を
「
第
五
号
ロ
、
第
二
十
六
項
及
び
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、「（
法
第
七
十
条
の
七
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に

係
る
贈
与
の
時
に
当
該
経
営
承
継
受
贈
者
が
有
し
て
い
た
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。）」
を
削
り
、「（
当
該
」
の
下
に
「
贈
与
時
特
例
受
贈
株
式
等
に
係
る
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と

し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

法
第
七
十
条
の
七
第
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
（
同
項
の
表
の
第
一
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に

限
る
。）
納
税
猶
予
分
の
贈
与
税
額
に
、
イ
に
掲
げ
る
数
又
は
金
額
が
ロ
に
掲
げ
る
数
又
は
金
額
に
占
め
る
割

合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は
そ
の
全
額
が
百
円
未
満
で

あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り
捨
て
た
額
）

イ

法
第
七
十
条
の
七
第
五
項
の
表
の
第
一
号
の
上
欄
の
贈
与
を
し
た
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
の
数
又
は
金

額
ロ

贈
与
時
特
例
受
贈
株
式
等
（
法
第
七
十
条
の
七
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
贈
与
の
時
に
経
営
承
継
受

贈
者
が
有
し
て
い
た
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
を
い
う
。以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
又
は
金
額（
当

該
贈
与
の
時
か
ら
イ
の
贈
与
の
直
前
ま
で
の
間
に
当
該
贈
与
時
特
例
受
贈
株
式
等
の
併
合
が
あ
つ
た
こ
と
そ

の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
事
由
に
よ
り
当
該
贈
与
時
特
例
受
贈
株
式
等
の
数
又
は
金
額
が
増
加
又
は
減
少

を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
増
加
又
は
減
少
を
し
た
後
の
数
又
は
金
額
に
換
算
し
た
数
又
は
金
額
）

第
四
十
条
の
八
第
十
七
項
中
「
前
項
第
一
号
ロ
、
第
五
号
ロ
及
び
第
六
号
ロ
」
を
「
前
項
第
二
号
ロ
、
第
六
号
ロ

及
び
第
七
号
ロ
」
に
、「
同
項
第
一
号
イ
」
を
「
同
項
第
二
号
イ
」
に
、「
同
項
第
五
号
イ
」
を
「
同
項
第
六
号
イ
」に
、

「
同
項
第
六
号
イ
」
を
「
同
項
第
七
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第
四
十
七
項
を
同
条
第
五
十
一
項
と
し
、
同
条
第
四
十

六
項
中
「
及
び
第
六
項
」
を
「
か
ら
第
六
項
ま
で
及
び
第
十
六
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
に
改
め
、「
取

得
を
し
た
も
の
」
の
下
に「（
当
該
先
に
取
得
を
し
た
も
の
が
同
項
（
同
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
適
用
に

係
る
贈
与
に
よ
り
取
得
を
し
た
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
の
う

ち
先
に
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
他
の
経
営
承
継
受
贈
者
に
係
る
も
の
）」を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四

十
九
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

50

法
第
七
十
条
の
七
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
経
営
承
継
受
贈
者
が
同
項
に
規
定
す
る
贈
与
者

（
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
経
営
承
継
受
贈
者
に
限
る
。）か
ら
の
贈
与
（
当
該
贈
与
者
の
同
条
第
十
六

項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
適
用
に
係
る
贈
与
に
限
る
。）に
よ
り
当
該
贈
与
者
に
係
る
特
例
受

贈
非
上
場
株
式
等
の
取
得
を
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
贈
与
の
日
の
属
す
る
年
に
当
該
贈
与
者
の
相
続
が

開
始
し
た
と
き
は
、
当
該
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
に
つ
い
て
は
、
相
続
税
法
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
の
十
五

及
び
第
二
十
一
条
の
十
六
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
四
十
条
の
八
第
四
十
五
項
中
「
は
、
法
第
七
十
条
の
七
第
四
項
及
び
第
六
項
」
を「（
法
第
七
十
条
の
七
第
十
六

項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
適
用
に
係
る
贈
与
を
し
た
と
き
を
除
く
。）は
、
同
条
第
四
項
か
ら
第

六
項
ま
で
」
に
、「
み
な
す
」
を
「
み
な
し
、
同
条
第
十
六
項
（
同
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
適
用
に
係
る

贈
与
を
し
た
と
き
は
、
同
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
及
び
第
十
六
項
（
同
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
例
株
式
等
か
ら
先
に
当
該
贈
与
を
し
た
も
の
と
み
な
す
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十

八
項
と
し
、
同
条
第
四
十
四
項
中
「
第
三
十
四
項
又
は
第
三
十
五
項
」
を
「
第
三
十
五
項
又
は
第
三
十
六
項
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
七
項
と
し
、
同
条
第
四
十
三
項
を
同
条
第
四
十
六
項
と
し
、
同
条
第
三
十
六
項
か
ら
第
四

十
二
項
ま
で
を
三
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
三
十
五
項
中
「
贈
与
者
が
死
亡
し
た
」
を
「
同
項
第
二
号
の
贈
与
者

が
死
亡
し
た
」
に
、「
贈
与
者
が
同
条
第
一
項
」
を
「
同
号
の
贈
与
者
が
同
条
第
一
項
」
に
、「
又
は
第
六
項
」
を
「
の

表
の
各
号
の
上
欄
又
は
同
条
第
六
項
」
に
、「
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
届
出
書
を
当
該
」
を
「
で
あ
つ
て
、
当
該
経
営

承
継
受
贈
者
が
同
号
の
」
に
改
め
、「
の
死
亡
」
の
下
に「（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
贈
与
税
の
申
告
書
の
提
出
期
限

の
翌
日
か
ら
同
日
以
後
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
死
亡
に
限
る
。）」
を
、「
に
よ
る
」
の
下
に
「
相
続

税
の
申
告
書
を
提
出
す
る
と
き
（
法
第
七
十
条
の
七
第
十
六
項
の
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
と
当
該
贈
与
者
の
死
亡

に
係
る
相
続
税
の
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
と
が
同
一
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）は
、当
該
届
出
書
を
当
該
相
続
税
の
」

を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
十
六
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

37

法
第
七
十
条
の
七
第
十
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
は
、
同
号
の

贈
与
者
の
死
亡
の
直
前
に
お
け
る
猶
予
中
贈
与
税
額
に
、
当
該
贈
与
者
が
贈
与
を
し
た
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等

の
数
又
は
金
額
（
当
該
贈
与
者
が
同
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
適
用
に
係
る
贈
与
を
し
た
当

該
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
の
数
又
は
金
額
を
除
く
。）が
当
該
贈
与
者
の
死
亡
の
直
前
に
お
け
る
当
該
特
例
受
贈

非
上
場
株
式
等
の
数
又
は
金
額
の
う
ち
に
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
と
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
計
算
し
た
金
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は
そ
の
全
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端

数
金
額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り
捨
て
る
。

38

法
第
七
十
条
の
七
第
十
六
項
第
三
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
は
、
同
号
に

規
定
す
る
贈
与
の
直
前
に
お
け
る
猶
予
中
贈
与
税
額
に
、
当
該
贈
与
を
し
た
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
の
数
又
は

金
額
が
当
該
贈
与
の
直
前
に
お
け
る
当
該
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
の
数
又
は
金
額
の
う
ち
に
占
め
る
割
合
を
乗

じ
て
計
算
し
た
金
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
計
算
し
た
金
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、

又
は
そ
の
全
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り
捨
て
る
。

第
四
十
条
の
八
第
三
十
四
項
を
同
条
第
三
十
五
項
と
し
、
同
条
第
二
十
六
項
か
ら
第
三
十
三
項
ま
で
を
一
項
ず
つ

繰
り
下
げ
、
同
条
第
二
十
五
項
中
「
第
七
十
条
の
七
第
五
項
」
の
下
に
「
の
表
の
第
二
号
の
中
欄
」を
加
え
、「
同
項
」

を
「
同
号
の
上
欄
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
六
項
と
し
、
同
条
第
二
十
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

25

法
第
七
十
条
の
七
第
五
項
の
表
の
第
一
号
の
中
欄
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額

は
、
同
欄
の
贈
与
の
直
前
に
お
け
る
猶
予
中
贈
与
税
額
に
、
当
該
贈
与
を
し
た
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
の
数
又

は
金
額
が
当
該
贈
与
の
直
前
に
お
け
る
当
該
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
の
数
又
は
金
額
に
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て

計
算
し
た
金
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
計
算
し
た
金
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は

そ
の
全
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り
捨
て
る
。

第
四
十
条
の
八
の
二
第
五
項
中
「
第
百
十
七
条
第
六
項
」
を
「
第
百
十
七
条
第
七
項
」に
、「
第
三
十
八
項
第
三
号
」

を
「
第
三
十
九
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
二
項
第
六
号
ロ
中
「
第
三
十
七
項
」
を
「
第
三
十
八
項
」
に
改

め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
イ
及
び
ロ
中
「
第
三
十
六
項
」
を
「
第
三
十
七
項
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
イ
中
「
第
三
十
五
項
」
を
「
第
三
十
六
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と

し
、
同
項
第
三
号
イ
中
「
第
三
十
四
項
」
を
「
第
三
十
五
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号

イ
中
「
同
条
第
四
項
」
の
下
に
「
の
表
の
第
二
号
の
上
欄
」
を
加
え
、「
第
三
十
三
項
」
を
「
第
三
十
四
項
」に
改
め
、


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